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1．はじめに 

小樽商科大学は国立大学としてはめずらし

い商学部のみが設置される社会科学系の単科

大学で、学部の下には商、経済、企業法、社会

情報の専門性が異なる 4 つの学科がある。学生

募集は商学部で一括して行っており、1 年生は

学科に所属せず基礎科目等を履修し、2 年生か

ら学科に配属されて専門科目を学んでいく。 

学科への配属は 1 年生の末に行う希望調査

に基づいて行われるが、各学科には定員があり

成績順に配属が決定されるため、必ずしも全員

が第一希望の学科に所属できるわけではない。

例年の状況として、学科 A に希望者が集中する

など希望学科に偏りがあり、必然的に第一希望

ではない学科に所属する学生が常に一定数発

生する。他方で、各学科の教育内容は分野や専

門性が大きく異なっており、希望の学科に所属

できない場合、不本意な学問分野を専攻しなけ

ればならない。そのため、強い不満を抱えたま

まその後の大学生活を送る可能性が高く、学習

等への悪影響なども懸念される。 

この点は本学の学科配属における潜在的な

課題として認識されているが、これまで十分な

状況の把握や検討は行われていない。大学受験

の段階の大学や学部の選択では、同じ分野の他

大学を受験したり浪人するなどの選択肢があ

り得るのに対して、希望学科に所属できない場

合に採り得る選択肢はより限定的であるとも

考えられ、問題はより深刻である可能性もある。 

そこで本報告ではこの課題に対する分析の

端緒として成績に注目し、不本意な学科配属が

その後の学業パフォーマンスにどのような影

響を及ぼしているのかを記述的に検証する。 

2．先行研究 

学部で一括して学生を募集・選抜し、2 年次

から学科に配属する大学はしばしばみられる

が、希望とは異なる学科に配属された学生の状

況について検討したものは管見の限り見当た

らない。しかし、類似の課題として大学への不

本意入学に関する研究があり、参考になる。 

山田(2006)や佐藤他(2019)などにみられる

ように、新入生の適応の文脈で入学の不本意感

が注目され、出席放棄や休学、退学との関係が

しばしば検討されている。高橋他(2019)は、入

学動機によって初年次 GPA に差があることを

指摘し、不本意入学が大学への適応に問題を生

じさせ、成績に影響している可能性を示唆して

いる。また、不本意入学者の量的な状況や特徴、

類型などを検討する研究も散見される（例えば

神林,2014; 伊藤,1995 など）。これらの研究で

は、いずれも不本意入学が大学生活に何らかの

形で負の影響を及ぼしていることを指摘する。 

これらを踏まえ、本稿でも不本意な学科配属

が学業パフォーマンスに負の影響を及ぼすこ

とを想定して検討を行う。先行研究と異なる点

は、これらが主に「不本意感」という心理的変

数を中心に検討しているのに対して、ここでは

心理的変数をいったん脇に置き、客観的に観察

可能な希望学科への所属有無とその後の成績

のデータから、不本意な学科所属が及ぼす影響

を現象として検討する。その上で、心理的変数

などは両者を媒介するメカニズムとして、改め

て今後の検討課題としたい。 

3．分析方法 

分析には、2016 年度から 2019 年度までの学

科配属希望および実際の所属学科データ、学科

配属において優先順位を決めるための得点（1

年生時成績）、および2年生時のGPAを用いる。

ある学科を第一希望とする学生を抽出し、1 年

生時成績と 2 年生時 GPA との関係を、第一希

望学科への配属有無で比較することで、不本意

な学科配属がその後の成績に及ぼす影響を検

討する。 

学科配属は 1 年生時の成績によって定員を

閾値として機械的に分断されることから、この

境界を回帰不連続デザインにおけるカットオ

フ値と考えて、希望学科への所属有無が 2 年生

時の成績に及ぼす影響を分析する。一般に、1

年生時と 2 年生時の成績は強く相関すること

から、1 年生時と 2 年生時の成績の関係を線形

と想定して回帰分析を行い、希望学科への所属

有無による切片や傾きの違いを検討する。 

具体的には、まず年度ごとに 1 年生次成績お

よび 2 年生時 GPA を標準偏差が 1 となるよう

に標準化した上で、2 年生時成績は平均が 0 と

なるようにオフセットし、1 年生時成績は第一

希望学科ごとに、希望学科に配属された学生の

最低点が 0 となるようにオフセットする。この



ように加工したデータに対して、各年度の第一

希望学科ごとに 2 年次 GPA を目的変数とし、1

年生時成績、希望学科配属の有無(ダミー変数)

および両者の交互作用を説明変数とした（ロバ

スト）重回帰分析を行った。紙幅の都合から結

果を図 1 に示し、詳細は適宜言及する。なお、

学科 D を第一希望とした学生は全員が希望通

りに配属されているため分析から除外する。 

 
図 1：希望学科配属の有無による 1 年生時成績と 2 年生時

GPA の関係（直線はロバスト重回帰分析の結果） 

4．分析結果と考察 

希望学科への配属有無を分ける横軸の 0 付

近に注目すると、学科 B を第一希望にする学生

で回帰直線の分断が観察できる年度がある

(2016 年度、2017 年度は希望学科配属有無の係

数が 5%水準で有意)。このことから学科 B を希

望する学生は、当該学科に配属されなかった場

合、年度によっては 1 年生時の成績から予想さ

れるよりも 2 年生時 GPA が低い傾向にあると

いえる。合否の境界付近の学生は、成績やその

他の特性にほとんど差はないと考えられるこ

とから、学科 B に所属できなかったことが 2 年

生時の成績に影響していると考えることがで

きる。この学科は他とはやや色合いが異なる情

報系の学科で、当該学科を第一希望とする学生

は他学科志望者とは興味の方向性が異なるの

かもしれない。そのため、選考に漏れて他分野

の学科に配属されるとうまく適応できず、学習

意欲が低下するなどして学業パフォーマンス

が下がるといったことが考えられる。 

他方で、学科 A を第一希望とする学生をみる

と、学科 A への配属有無で回帰直線の分断はほ

とんどみられない。学科 A は最も人気があり競

争率が高いため、選考に漏れることもあらかじ

め想定して第一希望としており、次善の学科で

もそれなりに納得しているのかもしれない。ま

た、人気の学科であるため動機が明確でない学

生も安易に第一希望としている可能性もあり、

あえて学科 A でなくともそれなりに適応して

いるといった仮説なども考えられる。 

希望学科への配属有無による回帰直線の傾

きにも差がみられる年度・学科がある。傾向と

しては希望学科に配属されなかった場合に傾

きが緩やかになることから、1 年生時の成績水

準に対して 2 年生時の成績が振るわないと捉

えることができるかもしれない。 

5．まとめと今後の課題 

ここでは、2 年生からの学科配属において希

望学科への配属有無が、以降の学業パフォーマ

ンスに影響があるのかを、1 年生時と 2 年生時

の成績の関係から記述的に検討し、年度・学科

によっては何らかの影響がある可能性を示し

た。学科配属のあり方については潜在的に課題

が認識されつつも、踏み込んだ検証や検討が行

われてこなかったが、本分析では希望学科に所

属できなかったことがその後の学業パフォー

マンスに悪影響を及ぼす可能性が示唆された。

しかし、ここではあくまで現象として課題の一

端を明らかにしたにすぎず、実際の所属学科や

その希望順位との関係、学科での科目履修パタ

ーン、心理的変数など不本意な学科配属が成績

に影響を及ぼすメカニズムの検討など残され

た課題は多い。ここでの成果を手掛かりに、引

き続き詳細な分析や調査を進めていきたい。 
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